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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
一対の電極間に少なくとも発光層を有する有機層を積層形成してなる有機ＥＬ素子を基板
上に設けてなる有機ＥＬパネルであって、
前記有機ＥＬ素子として、正孔輸送性材料を少なくとも含むホスト材料を有する共通発光
層と前記共通発光層上に形成され前記共通発光層とは異なる発光色を示す異色発光層とを
有する第一の有機ＥＬ素子と、前記共通発光層と前記共通発光層上に形成され前記正孔輸
送性材料を少なくとも含むホスト材料を有し前記共通発光層と同じ発光色を示す同色発光
層とを有する第二の有機ＥＬ素子と、を隣接して形成し、
前記同色発光層は、前記第二の有機ＥＬ素子の発光効率が前記第一の有機ＥＬ素子の発光
効率と同等となるように前記正孔輸送性材料の濃度を前記共通発光層と異ならせてなるこ
とを特徴とする有機ＥＬパネル。
【請求項２】
前記第一の有機ＥＬ素子は白色発光を呈することを特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬ
パネル。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光色の異なる複数種類の有機ＥＬ素子を隣接して設けてなる有機ＥＬパネ
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ルに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、有機ＥＬパネルとしては、例えば、ＩＴＯ（indium
tin oxide）等からなる複数のライン状の陽極と、この各陽極と直交するアルミニウム（
Ａｌ）等からなる複数のライン状の陰極との間に少なくとも発光層を有する有機層を形成
してなる有機ＥＬ素子を透光性の基板上に設けてなるドットマトリクス型の有機ＥＬパネ
ルが知られている（例えば特許文献１参照）。かかる有機ＥＬ素子は、前記陽極から正孔
を注入し、また、前記陰極から電子を注入して正孔及び電子が前記発光層にて再結合する
ことによって光を発するものである。また、前記有機ＥＬ素子は、前記陰極側から前記陽
極側へは電流が流れにくい、いわゆるダイオード特性を有するものである。
【０００３】
　また、有機ＥＬパネルとしては、複数色による表示を可能とするべく、前記有機層とし
て、異なる発光色を示す複数種類の発光層を隣接して前記陽極と前記陰極との間に形成し
て複数種類の有機ＥＬ素子を得るものが知られている（例えば特許文献２参照）。
【０００４】
　また、かかる構成においてさらに異なる発光色を示す発光層を積層形成して混色により
任意の発光色を得る場合、発光層の形成回数を低減するべく、各有機ＥＬ素子において共
通する発光層を形成する方法が考えられる（例えば特許文献３参照）。
【特許文献１】特開平８－３１５９８１号公報
【特許文献２】特開２００２－２３１４４９号公報
【特許文献３】特開２００５－２３５７４１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前述のように有機ＥＬパネルを得る場合、混色によって任意の発光色（
例えば白色）を得る有機ＥＬ素子と、混色によらず単色の発光色を得る有機ＥＬ素子とを
並置する構成においては、前者は前記共通発光層を含む複数の発光層を積層形成し、後者
は発光層として前記共通発光層のみを有することとなる。かかる構成においては、前記共
通発光層は混色による色バランスを考慮して設計せざるを得ないため、各有機ＥＬ素子で
発光駆動において重要な素子特性である発光効率が異なり、輝度のバラツキが大きくなる
という問題点があった。
【０００６】
　本発明は、前述の問題点に鑑みなされたものであり、発光色の異なる複数種類の有機Ｅ
Ｌ素子を隣接して設けてなる有機ＥＬパネルにおいて、発光効率などの素子特性を調整可
能とし、輝度のバラツキを抑制することが可能な有機ＥＬパネルを提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するため、本発明は、一対の電極間に少なくとも発光層を有する有機層
を積層形成してなる有機ＥＬ素子を基板上に設けてなる有機ＥＬパネルであって、前記有
機ＥＬ素子として、正孔輸送性材料を少なくとも含むホスト材料を有する共通発光層と前
記共通発光層上に形成され前記共通発光層とは異なる発光色を示す異色発光層とを有する
第一の有機ＥＬ素子と、前記共通発光層と前記共通発光層上に形成され前記正孔輸送性材
料を少なくとも含むホスト材料を有し前記共通発光層と同じ発光色を示す同色発光層とを
有する第二の有機ＥＬ素子と、を隣接して形成し、前記同色発光層は、前記第二の有機Ｅ
Ｌ素子の発光効率が前記第一の有機ＥＬ素子の発光効率と同等となるように前記正孔輸送
性材料の濃度を前記共通発光層と異ならせてなることを特徴とする。
 
【０００９】
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　また、前記第一の有機ＥＬ素子は白色発光を呈することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明は、発光色の異なる複数種類の有機ＥＬ素子を隣接して設けてなる有機ＥＬパネ
ルにおいて、発光効率などの素子特性を調整可能とし、輝度のバラツキを抑制することが
可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施形態を添付図面に基づき説明する。図１及び図２は、白色と赤褐色
カラーチェンジが可能なドットマトリクス型の有機ＥＬパネル１を示す図である。有機Ｅ
Ｌパネル１は、基板２と、陽極（電極）３と、絶縁層４と、隔壁部５と、有機層６と、ラ
イン状に複数形成される陰極（電極）７と、から主に構成され、ライン状に複数形成され
る各陽極３と各陰極７とが交差する個所にて陽極４と陰極７との間に有機層６が形成され
る複数の発光画素（発光部）を備える。かかる発光画素は、図２に示すように、白色発光
を示す第一の有機ＥＬ素子１１と赤褐色発光を示す第二の有機ＥＬ素子１２とからなる。
第一の有機ＥＬ素子１１と第二の有機ＥＬ素子１２は互いに隣接して形成されるものであ
り、それぞれが交互に列状に配置される。なお、基板２上には第一，第二の有機ＥＬ素子
１１，１２を気密的に覆う封止部材が配設されるが、図１及び図２においては封止部材を
省略している。
【００１２】
　基板２は、長方形形状の透明ガラス材からなり、電気絶縁性の基板である。
【００１３】
　陽極３は、ＩＴＯ等の透光性の導電材料からなり、スパッタリング法等の手段によって
基板２上に前記導電材料を層状に形成した後、フォトリソグラフィー法等によって互いに
略平行となるようにライン状に複数形成される。
【００１４】
　絶縁層４は、例えばポリイミド系の電気絶縁性材料から構成され、陽極３と陰極７との
間に位置するように形成され、陽極４を矩形状に露出させる開口部を有するものである。
絶縁層４は、両電極３，７の短絡を防止するとともに、第一，第二の有機ＥＬ素子１１，
１２の輪郭を明確にするものである。
【００１５】
　隔壁部５は、例えばフェノール系の電気絶縁性材料からなり、絶縁層４上に形成される
。隔壁部５は、その断面が絶縁層４に対して逆テーパー形状等のオーバーハング形状とな
るようにフォトリソグラフィー法等の手段によって形成されるものである。また、隔壁部
５は、陽極３と直交する方向に等間隔にて複数形成される。隔壁部５は、その上方から蒸
着法やスパッタリング法等によって有機層６及び陰極７を形成する場合にオーバーハング
形状によって有機層６及び陰極７が段切れを起こす構造を得るものである。
【００１６】
　有機層６としては、図２に示すように、陽極４上に第一，第二の有機層６ａ，６ｂが隣
接して形成される。第一の有機ＥＬ素子１１は、有機層６として第一の有機層６ａを有し
、第二の有機ＥＬ素子１２は、有機層６として第二の有機層６ｂを有する。
【００１７】
　第一の有機層６ａは、ｎ番目に対応する陽極３上に形成され、正孔注入輸送層６ｃ，第
一の発光層（共通発光層）６ｄ，第二の発光層（異色発光層）６ｅ，電子輸送層６ｆ及び
電子注入層６ｇを蒸着法等の手段によって順次積層形成してなるものである。第一の有機
ＥＬ素子１１は、第一の発光層６ｄからの赤褐色光と第二の発光層６ｅの青緑色光との混
色により白色光を得るものである。
【００１８】
　正孔注入輸送層６ｃは、陽極３から正孔を取り込み第一の発光層６ｄへ伝達する機能を
有し、例えばα－ＮＰＤ等の正孔輸送性材料を蒸着法等の手段によって膜厚２０～８０ｎ
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ｍ程度の層状に形成してなる。
【００１９】
　第一の発光層６ｄは、例えば所定のホスト材料にゲスト材料として少なくとも蛍光材料
を蒸着法等の手段によってドープし、膜厚２０～６０ｎｍ程度の層状に形成してなるもの
である。また、第一の発光層６ｄは、第一，第二の有機層６ａ，６ｂに同一工程で形成さ
れる共通の発光層である。第一，第二の有機層６ａ，６ｂに共通の発光層を形成すること
で複数の発光層を形成する回数を低減させることができる。前記ホスト材料は、正孔及び
電子の輸送が可能であり、正孔及び電子が輸送されて再結合することで発光を示す機能を
有する。第一の発光層６ｄは、前記ホスト材料として少なくとも正孔輸送性材料を含む複
数の材料を含有する。前記蛍光材料は、電子と正孔との再結合に反応して発光する機能を
有し、所定の発光色を示す。第一の発光層６ｄは、前記蛍光材料として赤褐色の発光を示
す材料を含有する。
【００２０】
　第二の発光層６ｅは、例えば所定のホスト材料にゲスト材料として少なくとも蛍光材料
を蒸着法等の手段によってドープし、膜厚２０～６０ｎｍ程度の層状に形成してなるもの
である。第二の発光層６ｅは、前記ホスト材料として少なくとも正孔輸送性材料を含む複
数の材料を含有する。また、第二の発光層６ｅは、前記蛍光材料として青緑色の発光を示
す材料を含有する。
【００２１】
　電子輸送層６ｆは、電子を第二の発光層６ｅへ伝達する機能を有し、例えばキレート系
化合物であるアルミキノリノール（Ａｌｑ３）等の電子輸送性材料を蒸着法等の手段によ
って膜厚１０～６０ｎｍ程度の層状に形成してなる。
【００２２】
　電子注入層６ｇは、陰極７から電子を注入する機能を有し、例えばフッ化リチウム（Ｌ
ｉＦ）を蒸着法等の手段によって膜厚１ｎｍ程度の層状に形成してなる。
【００２３】
　第二の有機層６ｂは、ｎ＋１番目に対応する陽極３上に形成され、正孔注入輸送層６ｃ
，第一の発光層６ｄ，第三の発光層（同色発光層）６ｈ，電子輸送層６ｆ及び電子注入層
６ｇを蒸着法等の手段によって順次積層形成してなるものである。第一の有機ＥＬ素子１
１は、第一，第三の発光層６ｄ，６ｈからの赤褐色光を得るものである。
【００２４】
　第三の発光層６ｈは、所定のホスト材料にゲスト材料として少なくとも蛍光材料を蒸着
法等の手段によってドープし、膜厚２０～６０ｎｍ程度の層状に形成してなるものである
。第三の発光層６ｈは、前記ホスト材料として少なくとも正孔輸送性材料を含む複数の材
料を含有する。また、第三の発光層６ｈは、第二の有機ＥＬ素子１２の発光効率を第一の
有機ＥＬ素子１１と同等となるように調整するためのものである。そのために、第三の発
光層６ｈは、前記正孔輸送性材料の濃度が第一の発光層６ｄにおける前記正孔輸送性材料
の濃度とは異なるように形成される。また、第三の発光層６ｈは、第一の発光層６ｄと同
色発光を得るべく前記蛍光材料として赤褐色の発光を示す材料を含有する。
【００２５】
　陰極７は、アルミニウム（Ａｌ）やマグネシウム銀（Ｍｇ：Ａｇ）等の陽極４よりも導
電率が高い金属性導電材料を蒸着法等の手段により層状に形成し、隔壁部５によって段切
れを生じてライン状に複数形成してなるものである。
【００２６】
　有機ＥＬパネル１は、第一，第二の有機ＥＬ素子１１，１２の発光を切り換える、ある
いは組み合わせることによって白色から赤褐色までのカラーチェンジ表示が可能となって
いる。
【００２７】
　以上により、かかる有機ＥＬパネル１は、混色により白色光を得る第一の有機ＥＬ素子
１１と並置される単色の赤褐色光を得る第二の有機ＥＬ素子１２において、第一の有機Ｅ



(5) JP 4919163 B2 2012.4.18

10

20

30

Ｌ素子１１と共通の発光層である第一の発光層６ａ上に第一の発光層６ａと同色の発光を
呈する第三の発光層６ｈを形成し、さらに第三の発光層６ｈに含有される前記正孔輸送性
材料の濃度を調整することによって第一，第二の有機ＥＬ素子１１，１２の発光効率が同
等となるように調整して各有機ＥＬ素子１１，１２における輝度バラツキを抑制すること
を可能とする。図５は、第三の発光層６ｈにおける前記正孔輸送性材料の濃度と第二の有
機ＥＬ素子１２の発光効率との関係を示す図である。図５からも明らかなように、第三の
発光層６ｈにおける前記正孔輸送性材料の濃度を変化させることで第二の有機ＥＬ素子１
２の発光効率を調整することが可能である。なお、第一，第二の有機ＥＬ素子１１，１２
における駆動電圧を低減するために、共通する発光層である第一の発光層６ｄに含有され
る前記正孔輸送性材料の濃度が前記第三の発光層６ｈにおける前記正孔輸送性材料の濃度
よりも高いことが好ましい。
【００２８】
　なお、本実施形態では、２種類の有機ＥＬ素子１１，１２が並置されるものであったが
、本発明は、３種類以上の有機ＥＬ素子が並置されるものであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の実施形態である有機ＥＬパネルの外観図。
【図２】同上実施形態の第一，第二の有機ＥＬ素子を示す要部断面図。
【図３】同上実施形態の第一の有機層を示す要部断面図。
【図４】同上実施形態の第二の有機層を示す要部断面図。
【図５】同上実施形態の第二の有機ＥＬ素子における第三の発光層に含有される正孔輸送
性材料の濃度と発光効率との関係を示す図。
【符号の説明】
【００３０】
　１　　有機ＥＬパネル
　２　　基板
　３　　陽極
　４　　絶縁層
　５　　隔壁部
　６　　有機層
　６ａ　第一の有機層
　６ｂ　第二の有機層
　６ｄ　第一の発光層（共通発光層）
　６ｅ　第二の発光層（異色発光層）
　６ｈ　第三の発光層（同色発光層）
　７　　陰極
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种有机电致发光面板，其能够调节元件特性，例
如发光效率，并且抑制有机电致发光面板中的亮度变化，其中相邻地布
置具有不同发光颜色的各种有机电致发光元件。解决方案：有机电致发
光面板1通过相邻形成具有共用发光层的第一有机电致发光元件11而提
供，所述共用发光层具有至少包括空穴传输材料的主体材料和形成在共
用光上的不同颜色的发光层 - 发光层和显示不同于普通发光层的发光颜
色，和具有相同的共同发光层和相同颜色的发光层的第二有机电致发光
元件12形成在共同的发光层上该主体材料包括至少相同的空穴传输材料
并显示出与普通发光层相同的发光颜色。 Ž
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